
図版55

第５号掘立柱建物跡　確認　東→ 第５号掘立柱建物跡　完掘　南→ 

第６号掘立柱建物跡　完掘　北→ 第６号掘立柱建物跡　確認　北→ 

第７号掘立柱建物跡　完掘　東→ 第７号掘立柱建物跡　完掘　北→ 

第１号焼土遺構　確認　北東→ 第１号焼土遺構　土層　東→ 
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図版56

第２号焼土遺構　東→ 第２号焼土遺構　土層　東→ 

第３号焼土遺構　東→ 第４号焼土遺構　南東→ 

第１号道路跡　土層　北→ 

第１号集石遺構　下層確認　東→ 第１号道路跡　確認　南→ 
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図版57

第１号集石遺構　下層確認　南→ 

第１号石器埋納遺構　確認　北→ 第１号石器埋納遺構　土層　西→ 

第１号石器埋納遺構　土層アップ 第２号道路跡　土層　南→ 
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図版58

遺跡周辺の航空写真

―　304　― 



図版59

1
3

5

7
8 9 10 11

14

12

13
17

21

15

1918

20

22

SI-1

―　305　―



図版60

23
25

SI-3

SI-2

SI-1

26
27

28

1

4

29

29

30

30

5

7

1

2

4

3
5

―　306　―



図版61

6

SI-3

7

8

11

10

14
139

15
17

16

―　307　―



図版62

1

3

SI-4

SI-5

5

6

8

9

10

18

16

13

11

12 14

外面 内面

17

19

コタマガイ
3

―　308　― 



図版63

1

2

SI-6

4

5

3

6
8

9

10
7

15

14

16

13

11

11

SK-12　出土

12

15

―　309　―



図版64

19

20

SI-7

SI-6

21-a
21-c

21-c

4

21-a

21-b

21-b

7

9

8

1

10 11
12

1817

21

13
15

23222019

―　310　―



図版65

1 2
4

5

SI-9

SI-8

9

1b
1a

2

3ａ口唇

3ａ表

3ｂ表 3ｂ裏

3ａ裏

8

―　311　―



図版66

1

2

SI-10

3 4

7b
7a

6

8a

8b

5

10
11

13

14

12

159a

19

17

18

9b

―　312　―



図版67

1

1

1

SI-11

SI-13

SI-12

3

3

6

2

5

4

2

2

4

5

煙道部分出土

イガイ

54

―　313　―



図版68

7

8SI-13

SI-14

1

9

2

3 4

5

6

7

8

9

12

―　314　―



図版69

11
10 SI-14

SI-15

13

1 2

5

9

10

8内面のミガキ

12

8

―　315　―



図版70

13 14

SI-16

SI-18SI-17

SI-15

15

16 17
19

18

2

2

4

1 1
1

―　316　―



図版71

1

SI-22

SI-23

SI-19 SI-20

2

2

4

5

9

11
12

10
76

1

2
3

―　317　―



図版72

SK4-1
SK4-3 SK4-4 SK4-5 SK4-6

SK13-1

SK16-1

SK11-1SK10-1

SK10-2

SK20-1
SK20-2

SK20-4

SK21-1 SK22-1 SK22-2 SK22-3
SK22-4

SK20-5 SK20-6

SK20-3

SK20-7

SK14-1

SK13-2

SK4-7

―　318　― 



図版73

SK30-1 SK30-2

SK34

SK41-1

SK42-1

SK43-1

SK43-2 SK44-1

SK45-3

SK45-2

SK45-1

SN-4

1

1 2

SK45-3

SK50-1

SK31-1

SK31-2 SK31-3

SX-3

3

―　319　― 



図版74

1

8a

8b

5

2
3 4

口唇部

6a

6b

7

11b

12b

14a

14f
14d

11a

1010b

9

12a

13
12c

14b

14c

14e

―　320　― 



図版75

15a

15b

15c

17b
17a

16

17c
18

20

23

22b22a19

24-a

25a

25b

25c

24-b

―　321　― 



図版76

26

32

27 28 29
30

34

33

35

3736

42

41

38

39

―　322　― 



図版77

44

45

48a

43

46

47

49 52 48b

56

5150

54

57
59

5855

61
60 62

63a

―　323　― 



図版78

63b 64

65

66
67

68

69

71
70c

70b

70a

72
73

74
75

76
77

81

78b

78a

―　324　― 



図版79

82
83

85 86

91
92

93

90 94

95a
95b

―　325　― 



図版80

96

97

99

100

102

109

103 104
105 106 107

108

101
98

110
111

112 113 114 115

116 117
118 119

120

121

122

123 124 125 126 127

―　326　― 



図版81

128

132

136

141

146

137

138
139

140

129

133

130

134
135

131

142
143 144 145

147

148
149 150

151
152 153

154 155

―　327　― 



図版82

156
157 158 159

160

161 162

163

164

167

168

165

166

176

169 171
177 173

―　328　― 



図版83

174 175
170 172

178

179

181

182
185

180

183
186 187

190
192

184

191
189

188
193

―　329　― 



図版84

194

197

195
196

198
199

200

201

202 203

204

205
206 景徳元寳

―　330　― 



図版85

潟野遺跡出土鉄製品のＸ線写真（約１／2）
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口縁部の横走沈線文（SI14�図47-9） 頚部の横走沈線文（SI14�図47-12）

細かい単位の頚部ヨコナデ（SI14�図46-７）

細かいハケメ（SI1�図5-19） 粗いハケメ（SI13�図42-4） 条の広いハケメ（SI22�図61-7）

ハケメ→ミガキ（SI14�図42-4） ケズリ→ミガキ（SI17�図28-1） ミガキ（SI15�図49-1）

口縁部凹線状の段（SI15�図49-1）
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潟野遺跡  

第11節　八戸市潟野遺跡出土　帯金具の鉛同位対比測定結果 

 

　田生物研究所、国立歴史民俗博物館　齋藤　務 

１．はじめに 

　八戸市潟野遺跡から出土した青銅製の　帯金具について、鉛同位体比測定を行った。 

２．分析方法 

　資料表面から錆を採取し分析用資料とした。資料から、高周波加熱分離法で鉛を単離して硝酸溶液

とし、鉛200ng相当量の試料溶液を分取して、リン酸・シリカゲルとともにレニウム・シングル・

フィラメント上に塗布した。表面電離型質量分析装置（FinniganMAT262）を用いて、フィラメン

ト湿度1200℃で鉛同位対比を測定した。  

３．分析結果 

　表１に分析結果を示した。馬淵・平尾が弥生時代から平安時代までの多くの青銅器についてデータ

を蓄積した結果、その鉛同位対比の変遷は下記のようにグループ分けできることがわかっている（馬

淵・平尾、1982、1987）。ここでも、これに準じてデータの表示および解析を行った。  

 

 

　なお測定結果は207Pb/206Pb比と208Pb/206Pb比の関係（Ａ式図）で表示した。 

　図１は測定結果を、上記の領域範囲のうち、E、J、Kとともに表示したものである。 

　測定値は領域Ｊの中にあり日本産の原料であることを示している。またこれは皇朝十二銭など奈良

～平安時代の青銅製品に頻出する値であり、齋藤ほか（2002）が設定した「グループⅠ」（図１）の

範囲に入っている。供給地として山口県の長登鉱山や蔵目喜鉱山が想定されている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

　八戸市潟野遺跡出土青銅製　帯金具について鉛同位対比を測定した結果、日本産の原料が使用され

ており、長登鉱山・蔵目喜鉱山が供給地として想定されている、古代の青銅製品に頻出する数値を示

した。 
参考文献 

　齋藤務、高橋照彦、西川裕一（2002）、「古代銭貨に関する理化学研究－「皇朝十二銭」の鉛同位体比分析および金属組成分析」、『IMES 

Discussion Paper』No.2002-J-30.  

　馬淵久夫、平尾良光（1982）、「鉛同位対比からみた銅鐸の原料」、『考古学雑誌』68（1）． 

　馬淵久夫、平尾良光（1987）、「東アジア鉛鉱石の鉛同位対比－青銅器との関連を中心に－」、『考古学雑誌』73（2）． 

資料名 分析番号 207Pb/206Pb 208Pb/206Pb 206Pb/204Pb 207Pb/204Pb 208Pb/204Pb 出土遺構

表１　分析結果
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P
b
/
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0
6
P
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207Pb/206Pb
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J

Ｗ：弥生時代に将来された前漢鏡が示す数値の領

　域。弥生時代の国産青銅器の多くがここに入る。

Ｅ：後漢・三国時代の舶載鏡が示す数値の領域。

　古墳出土の青銅鏡の大部分はここに入る。

Ｊ：日本産の鉛鉱石の領域。日本産鉛は現在まで

　のところ、飛鳥時代以降の資料にしか見出され

　ていない。

Ｋ：多鈕細文鏡や細形銅剣など、弥生時代に将来

　された朝鮮半島系遺物が位置するライン。

図１　潟野遺跡出土　帯金具の鉛同位体比測定結果 

―214― 
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第11節　八戸市潟野遺跡出土　帯金具の鉛同位体比測定結果 

 

国立歴史民俗博物館　齋藤　努 

１．はじめに 

　八戸市潟野遺跡から出土した青銅製の　帯金具について、鉛同位体比測定を行った。 

２．分析方法 
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を蓄積した結果、その鉛同位体比の変遷は下記のようにグループ分けできることがわかっている（馬
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　八戸市潟野遺跡出土青銅製　帯金具について鉛同位体比を測定した結果、日本産の原料が使用され

ており、長登鉱山・蔵目喜鉱山が供給地として想定されている、古代の青銅製品に頻出する数値を示

した。 
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資料名 分析番号 207Pb/206Pb 208Pb/206Pb 206Pb/204Pb 207Pb/204Pb 208Pb/204Pb 出土遺構

表１　分析結果
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Ｗ：弥生時代に将来された前漢鏡が示す数値の領

　域。弥生時代の国産青銅器の多くがここに入る。

Ｅ：後漢・三国時代の舶載鏡が示す数値の領域。

　古墳出土の青銅鏡の大部分はここに入る。

Ｊ：日本産の鉛鉱石の領域。日本産鉛は現在まで

　のところ、飛鳥時代以降の資料にしか見出され

　ていない。

Ｋ：多鈕細文鏡や細形銅剣など、弥生時代に将来

　された朝鮮半島系遺物が位置するライン。

図１　潟野遺跡出土　帯金具の鉛同位体比測定結果 
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